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【難聴の定義と疫学】
難聴について，またその歴史とは？/難聴の分類は（難
聴にはどのようなものがあるか）？/難聴に合併する症
候にはどのようなものがあるか？/難聴の疫学と世界
的動向（WHOの活動を含めて）は？/難聴に影響する
全身疾患にはどのようなものがあるか？，など16項目
【難聴の診断】
難聴診断をフローチャートで示すとどうなる？/難聴
と随伴症状の問診（HHIA，THIなど）はどうするか？/
難聴の自己診断法にはどのようなものがあるか？/鼓
膜所見からみた難聴診断は？/簡易聴力検査にはどの
ようなものがあるか？ その結果の見方は？/純音聴力
検査はどのような検査か？ その結果の見方は？，な
ど 23項目
【難聴疾患とその治療】
耳管疾患にはどのような病気があるのか？ その治療
法は？/急性中耳炎と滲出性中耳炎の違いは？ それぞ
れの治療法は？/慢性中耳炎と真珠腫性中耳炎の違い

は？ それぞれの治療法は？/好酸球性中耳炎とはどの
ような病気か？ その治療法は？/耳硬化症とはどのよ
うな病気か？ その治療法は？，など 25項目
【難聴の外科的治療と新規治療の可能性】
小児滲出性中耳炎の薬物療法と鼓膜チューブ留置術と
は？/耳管開放症に対する耳管ピン治療とは？/鼓膜再
生療法とは？/経外耳道的内視鏡下耳科手術（TEES）
はどこまで進歩した？/耳科ロボット手術はどこまで
進歩した？，など 12項目
【補聴器と難聴予防】
補聴器の適応はどのように決めるのか？/補聴器の種
類とその選び方はどのようにするのか？/補聴器の機
能の進歩：AIで何が変わる？/補聴援助システムと
は？/補聴器の適切なフィッティング方法とは？/補聴
器によって認知症は予防できるか？，など 9項目
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